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ランダムネスの理論における大きな発見の 1つは，以下の同値性であろう．

定理 1 ([5, 3]). A ∈ 2ω に関し，以下は同値．

(i) AはMartin-Löfランダムネスに関して low.

(ii) Aは prefix-free Kolmogorov 複雑性K に関して low.

(iii) AはK-trivial.

(iv) AはMartin-Löfランダムネスの basis.

この定理の Schnorrランダムネス版に関しては，紆余曲折を経て，以下の事実が得られていた．

定理 2 (Franklin and Stephan [2] and Miyabe [4]). Aに関し，以下は同値．

(i) Aは computably tt-traceable.

(ii) Aは tt-Schnorrランダムネスに関して low.

(iii) Aは tt還元可能な測度を持つマシンに関して low.

(iv) Aは Schnorr trivial.

basis型の特徴付けについては Franklinら [2]により否定的な結果が与えられていた．
本講演では Schnorr trivialityの新たな特徴付けをさらに 2つ与える．1つ目の特徴付けは決定可能マシン

によるものである．よく知られているように，Martin-Löfランダムネスには prefix-free Kolmogorov複雑性
K による特徴付けがあり，K-trivialityはこのK を用いて定義される．Schnorrランダムネスは計算可能な測
度を持つマシンによる特徴付けがあり，Schnorr trivialityはこのマシンを用いて定義される．一方，Schnorr

ランダムネスは決定可能 prefix-free マシンによる特徴付け [1] が存在する．以下では，このマシンを用いて
Schnorr trivialityの特徴づけを行う．

定義 3. 任意の決定可能 prefix-freeマシンM と計算可能な order g に対して，決定可能な prefix-freeマシン
N が存在して，

(∃d)(∀n)KN (A � n) ≤ KM (B � n) + g(n) + d.

となる時，A ≤wdm B と書く．

すぐに分かるように ≤wdm は反射律と推移律を満たす．以下で見るようにこの還元は Schnorrランダムネ
スと強い関係がある．

定理 4. Aが Schnorrランダムで A ≤wdm B ならば，B も Schnorrランダム．
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定理 5. A,B ∈ 2ω に関して，A ≤Sch B であることと A ≤wdm B であることは同値．特に A が Schnorr

trivial であることと，A ≤wdm ∅であることは同値．

ここで多くの Schnorr trivialityの特徴付けが，以下の様な形をしていることに気がつく．

任意の計算可能な何かに対し，別の計算可能な何かが存在して，そこから定義される集合に入っている．

そこで，この形で basis型の特徴付けを与える．

定義 6. dを tt還元可能マルチンゲールとする．X が dに関して A-tt還元可能ランダムであるとは，

(∃d)(∀n)dA(X � n) ≤ d

であることをいう．X が d に関して A-tt-Schnorr ランダムであるとは，すべての計算可能な order h に対
して，

(∃d)(∀n)dA(X � n) ≤ h(n) + d

であることをいう．

定義 7. A が tt還元ランダムネスの basis であるとは，任意の tt還元可能マルチンゲールに対して，A が d

に関して A-tt還元可能ランダムな列に tt還元可能であることをいう．Aが tt-Schnorrランダムの basisであ
るとは，任意の tt還元可能マルチンゲールに対して，Aが dに関して A-tt-Schnorrランダムな列に tt還元可
能であることをいう．

定理 8. Aに関して以下は同値．

(i) Aは Schnorr trivial.

(ii) Aは tt還元可能ランダムネスの basis.

(iii) Aは tt-Schnorrランダムネスの basis.
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